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NURS111 構造機能学Ⅰ 30 1 1～ × ○ ◎ ○

NURS112 構造機能学Ⅱ 30 1 1～ × ○ ◎ ○

NURS113 病態生理学 30 2 1～ × ○ ◎ ○

NURS114 栄養学 30 2 1～ × ○ ◎ ○

NURS117 診断治療学Ⅰ 60 2 2～ × ○ ◎ ○

NURS118 診断治療学Ⅱ 60 2 2～ × ○ ◎ ○

NURS115 薬理学 30 2 2～ × ○ ◎ ○

NURS116 心理学 30 2 2～ × ◎ ○ ○

NURS244 看護とリハビリテーショ ン 30 2 2～ ○ ◎ ○

NURS101 人間関係とコミュニケーショ ン 30 1 1～ × ◎ ○

NURS100 健康と生活 30 2 1～ × ◎ ○ ○

NURS102 生命倫理 30 2 1～ × ◎ ○ ○

NURS103 社会保障・社会福祉論 30 2 2～ ○ ○ ◎

NURS104 公衆衛生入門 15 1 2～ ◎ ○ ○

NURS105 疫学・保健統計 30 2 3～ × ◎ ○ ○

NURS220 看護学概論 30 2 1～ × ◎ ○ ○

NURS230 生活援助技術Ⅰ 30 1 1～ × ○ ◎ ○

NURS231 生活援助技術Ⅱ 30 1 1～ × ○ ◎ ○

NURS232 生活援助技術Ⅲ 30 1 1～ × ○ ◎ ○

NURS233 生活援助技術Ⅳ 30 1 1～ × ○ ◎ ○

NURS221 看護理論 30 1 1～ × ◎ ○ ○

NURS240 フィジカルアセスメント 30 1 1～ × ○ ◎ ○

NURS241 臨床看護技術Ⅰ 30 1 2～ × ○ ◎ ○

NURS242 臨床看護技術Ⅱ 30 1 2～ × ○ ◎ ○

NURS243 看護過程演習 30 1 2～ × ○ ◎ ○

NURS280 基礎看護学実習Ⅰ 45 1 1～ × ◎ ○ ○

NURS281 基礎看護学実習Ⅱ 90 2 2～ × ○ ◎ ○

NURS320 成人看護学概論 30 2 2～ × ○ ◎ ○

NURS330 成人看護急性期援助論Ⅰ 30 1 2～ × ○ ◎ ○

NURS340 成人看護急性期援助論Ⅱ 30 1 3～ × ○ ◎ ○

NURS331 成人看護慢性期援助論Ⅰ 15 1 2～ × ○ ◎ ○

NURS341 成人看護慢性期援助論Ⅱ 30 1 3～ × ○ ◎ ○

NURS380 成人看護学急性期実習 135 3 3～ × ○ ◎ ○

NURS381 成人看護学慢性期実習 135 3 3～ × ○ ◎ ○

NURS321 老年看護学概論 30 2 2～ × 〇 ◎ 〇

NURS332 老年看護援助論Ⅰ 15 1 2～ × 〇 ◎ ○

NURS342 老年看護援助論Ⅱ 30 1 3～ × ◎ 〇 ○

NURS382 老年看護学実習 180 4 3～ × ◎ 〇 ○

NURS322 小児看護学概論 30 2 2～ × ○ ○ ◎

NURS333 小児看護援助論Ⅰ 15 1 2～ × ○ ◎ ○

NURS343 小児看護援助論Ⅱ 30 1 3～ × ○ ◎ ○

NURS383 小児看護学実習 90 2 3～ × ○ ◎ ○

NURS324 母性看護学概論 30 2 2～ × ○ ○ ◎

NURS335 母性看護援助論Ⅰ 30 1 3～ × ○ ◎ ○

NURS344 母性看護援助論Ⅱ 16 1 3～ × ○ ◎ ○

NURS385 母性看護学実習 90 2 4 × ○ ◎ ○

<専門基礎分野>　26単位

＜看護の専門分野Ⅰ＞　14単位
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＜看護の専門分野Ⅱ＞　44単位
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※科目名欄の左側はそれぞれの科目の領域を表す。なお、★は「国際看護科目」、☆は「人間のからだとこころ」を表す。

※備考の注１　この科目を履修する際は、「国際看護学」「国際看護学特講ａ～ｃ」を履修しておくことが推奨される。

■看護学部 看護学科 専門科目表（2013～2021年度入学生用）

科　目　名
　科目

ナンバリング

ラーニングアウトカムズ該当項目
備考

授業

時間
単位

必修科目　　62科目97単位

履修

年次

他学科

履修

◆他学科履修の欄の×印は他学科生履修不可を表す。

◆ラーニングアウトカムズの該当項目（◎：最も比重を置く、○：比重を置く）

1. ヒューマンケアの基本に関する実践能力　Competencies in nursing fundamentals to provide care to individuals.

2. 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力　Competencies to practice nursing based on evidence and planning.

3. 特定の健康課題に対応する実践能力　Competencies to respond to specific health problems and health care needs.

4. ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力　Competencies to reinforce the care environment and collaborate healthcare delivery team.

5. 専門職者として研鑽し続ける基本能力　Core competencies for continuous learning as professionals.



看
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1 2 3 4 5

NURS323 精神看護学概論 30 2 2～ × ○ ○ ◎

NURS334 精神看護援助論 46 2 2～ × ○ ◎ ○

NURS384 精神看護学実習 90 2 3～ × ○ ◎ ○

NURS420 地域在宅看護学概論 30 2 2～ × ○ ◎ ○

NURS430 地域在宅看護援助論Ⅰ 30 1 3～ × ○ ◎ ○

NURS440 地域在宅看護援助論Ⅱ 16 1 3～ × ○ ◎ ○

NURS480 地域在宅看護学実習 90 2 4 × ○ ◎ ○

NURS360 ★ 国際保健学 30 2 2～ × ○ ○ ◎

NURS120 キャリアプランニング基礎 30 1 1～ × ◎

NURS421 看護管理論 30 2 3～ × ○ ◎ ○

NURS450 感染看護論 15 1 3～ × ○ ○ ◎

NURS370 看護学研究方法論 15 1 3～ × ○ ◎

NURS451 災害看護論 15 1 4 × ○ ◎ ○

NURS470 卒業研究演習 30 1 4 × ○ ○ ◎

NURS481 看護実践統合実習 90 2 4 × ◎ ○ ○

NURS471 卒業論文 60 2 4 × ○ ○ ◎

NURS110 ☆ 生化学の基礎 30 2 1～ × ◎ ○ ○

NURS260 国際看護学 30 2 1～ ○ ○ ◎

NURS261 国際看護特講a 30 2 1～ ○ ○ ◎

NURS262 国際看護特講b 30 2 1～ ○ ○ ◎

NURS263 国際看護特講c 30 2 1～ ○ ○ ◎

NURS361 国際看護研修 90 2 2～ 注１・[制限外] ○ ○ ◎

NURS422 医療連携論 15 1 3～ ○ ◎ ○

NURS452 クリティカルケア論 30 1 4 × ◎ ○ ○

NURS453 がん看護論 15 1 4 × ◎ ○ ○

NURS454 リエゾン精神看護 15 1 4 ◎ ○ ○

NURS455 家族看護論 15 1 4 ◎ ○ ○

NURS456 生活習慣病予防と看護 15 1 4 × ○ ○ ◎

NURS423 看護実践と倫理的課題 15 1 4 × 〇 ◎

NURS424 看護専門職論 15 1 4 × ○ ◎

ラーニングアウトカムズ該当項目　科目
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必修科目　　62科目97単位　（つづき）

＜看護の専門分野Ⅲ＞　13単位

＜看護の専門分野Ⅱ＞　44単位　（つづき）

科　目　名
授業

時間
単位

履修

年次

他学科

履修

※科目名欄の左側はそれぞれの科目の領域を表す。なお、★は「国際看護科目」、☆は「人間のからだとこころ」を表す。

選択科目　　※自由選択の単位として算入されます

国

際

看

護

科

目

◆ラーニングアウトカムズの該当項目（◎：最も比重を置く、○：比重を置く）

1. ヒューマンケアの基本に関する実践能力　Competencies in nursing fundamentals to provide care to individuals.

2. 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力　Competencies to practice nursing based on evidence and planning.

3. 特定の健康課題に対応する実践能力　Competencies to respond to specific health problems and health care needs.

4. ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力　Competencies to reinforce the care environment and collaborate healthcare delivery team.

5. 専門職者として研鑽し続ける基本能力　Core competencies for continuous learning as professionals.

※備考の注１　この科目を履修する際は、「国際看護学」「国際看護学特講ａ～ｃ」を履修しておくことが推奨される。

◆他学科履修の欄の×印は他学科生履修不可を表す。

看

護

の

統

合

と

発

展

科

目

※備考の[制限外]　履修制限単位数には含まれない科目であることを表します。
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